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【事業概要】
・事業箇所：神奈川県横須賀市追浜町３丁目～追浜本町１丁目
・面　　積：約０．５ha
・事業内容：交通ターミナル整備、歩行者デッキ整備　等

追浜駅交通結節点の将来の姿（イメージ）

※イメージであり、整備内容を決定するものではありません

　神奈川県横須賀市の京急追浜駅周辺で、駅周辺に分散する11 箇所のバス停を駅前空間に集
約することで、円滑なモーダルコネクト環境を確保するとともに、賑わいを備えた「えき・まち・み
ち空間」の創出により、世界と繋がる横須賀の玄関口にふさわしい空間を整備します。

生産性を向上する道路ネットワーク 生産性を向上する道路ネットワーク
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令和5年度の事業

令和5年度の事業

　横浜湘南道路と西湘バイパスを一つにつなぎ、湘南地域の渋滞緩和を図るほか、圏央道の一部となって広域的な
高速交通ネットワーク網を形成する道路です。

横浜湘南道路・さがみ縦貫道路・西湘バイパスをつなぎ、湘南地区の渋滞を緩和します。

コラム：i-Constructionの取り組みコラム：i-Constructionの取り組み
i-Construction

建設現場の現状
　国土交通省では、「ICTの全面的な活用（ICT土工）」等の施策を建設現場に導入することによって、建設生産システム全体の生産性向上を
図り、もって魅力ある建設現場を目指す取組であるi-Construction（アイ・コンストラクション）を進めています。 

横浜国道事務所では、建設現場における生産性を向上させ、魅力ある建設現場を目指すi-Constructionの取組を進めています。
①各事業箇所において、ICT土工、ICT地盤改良、ICT舗装修繕を試行し、省力化を実施。
②横浜環状南線栄IC・JCT橋梁工事においてＢＩＭ／ＣＩＭの３Ｄモデルにより、鉄筋組立時の干渉箇所を事前に把握することが可能となり、出来形
　管理や品質管理への有効活用を実施。

◆ ＩＣＴ土工の概要

◆　ＩＣＴ技術活用の工事概要（横浜国道）

①ドローン等による３次元測測量

ドローン等による写真測量等によ
り、短時間で面的（高密度）な３次
元測量を実施。

②３次元測量データによ
る設計・・施工計画

３次元測量データ
（現況地形）と設計
図面との差分から、
施工量（切土、盛土
量）を自動算出。

③ICT建設機械による施工

３次元設計データ
等を通信

３次元設計データ等により、
ICT建設機械を自動制御し、
建設現場のIoT（※）を実施。

※IoT（Internet of Things）とは、様々なモノ

にセンサーなどが付され、ネットワークにつ
ながる状態のこと。

④検検査の省力化
ドローン等による３次元
測量を活用した検査等
により、出来形の書類が
不要となり、検査項目が
半減。

測量
設計・
施工計画 施工 検査i-Construction

測量
設計・
施工計画 検査従来方法 施工

これまでの情報化施
工の部分的試行

・重機の日当たり
施工量約1.5倍

・作業員 約1/3

３次元
データ作成

２次元
データ作成① ②

③

④

設計図から施工
土量を算出

設計図に合わせ丁張り設置

検測と施工を繰り返して整形

丁張りに合わせて施工

書類による検査

発注者

①ICT土工技術による法面整形工

②3Dモデルによる鉄筋組立照査

高速横浜環状南線栄IC・JCT橋梁工事

ICT法面整形施工状況

箱抜き型枠予定箇所箱抜き型枠予定箇所箱抜き型枠予定箇所

帯鉄筋が干渉帯鉄筋が干渉帯鉄筋が干渉

重ね合わせブロック化

盛り土

差分 切り土

設計図面

現況地形

測量の実施
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大磯西 I C

大磯港 I C

西湘二宮 I C

 茅ヶ崎J C T

寒川南 I C

Ⅰ期　延長8.4km 昭和63年3月30日供用

平成7年
12月25日供用

1.2km

Ⅱ 期　延長6.7km
有料道路区間延長8.8km

新湘南バイパス　延長15.1km

85

84

84

追浜駅前交差点に右折レーンを設置するとともに一部の車線幅員を広げることで、
慢性的な混雑や追突事故等を緩和することを目的とした事業です。

茅ヶ崎海岸IC付近～大磯IC（仮称）付近（令和5年2月撮影）茅ヶ崎海岸IC付近～大磯IC（仮称）付近（令和5年2月撮影）

80km/h

４車線
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追浜駅交通ターミナル整備事業・交差点改良事業
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新湘南バイパス

追浜駅前交差点改良事業


